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活魚で水揚げされる「小田原あんこう」 

 小田原では 12 月になるとヒラメ刺網が解禁になります。今回のテーマ「小田原あんこう」は、

ヒラメ刺網により漁獲されます。全国的にはアンコウは底びき網で漁獲され、鮮魚として水揚げ

されることが多い魚種ですが、小田原では近くの漁場で漁獲され、生きたまま水揚げされていま

す（図１）。今回は、昨年３月にかながわブランドに新規登録された（図２）、”鮮度が売り”

の「小田原あんこう」の歴史と調査船との関わりをご紹介いたします。 

  

江戸時代には二宮町（梅沢）の名物だった！ 

 アンコウと聞いて相模湾で獲れるイメージを持っている方は少ないのではないでしょうか。実

は小田原魚市場は、年間約 10 トンが水揚げされるアンコウの産地なのです。また、昔から相模湾

に生息し、獲れていたことが窺える資料も残されています。 

 参勤交代の時代、東海道の大磯宿と小田原宿の中間地点の梅沢（現在の小田原市と二宮町の市

町境付近）には、大名・公家・幕府役人などの公式休憩所「松屋本陣」がありました※1。ここに

残る記録には、この地域の名物として、アンコウがよく登場し、宿泊した大名やその家族へも献

図１ 刺網で漁獲されるアンコウ 図２ かながわブランドに登録 

（かなさんの畑 Instagramより） 



上されていたことが記されています（図３）※2。 

 アンコウは、江戸時代の五大珍味「三鳥二魚」（ひばり、ばん、鶴、ア

ンコウ、タイ）に数えられる高級食材で、当時は水戸藩からの将軍家への

献上品とされていました※3。そんな高級食材アンコウを旅の途中に食べら

れる梅沢は貴重な場所だったのかもしれません。 

 現在では、地元の名物というイメージを持つ方は少ないと思いますが、

昔から食べられてきた親しみ深い魚だったようです。 
※1 二宮町webサイト  

https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000000022.html 

※2 二宮歴史研究会（1993）梅沢御本陣，二宮町教育委員会，神奈川，240p． 
※3 農林水産省webサイト 

https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/k_ryouri/search_menu/menu/ankounotomozu_ibaraki.html 

 

冬季は少ないアンコウ、いったいどこにいる？ 

 ある程度のまとまった水揚げがあり、また、古くから利用された歴史もある、相模湾のアンコ

ウですが、その知名度は地元でもイマイチでした。その理由の一つに、獲れる時期の問題が考え

られます。 

 小田原におけるアンコウの盛漁期は３～４月頃で、鍋需要の高い漁期初めの 12 月～１月は少な

く、暖かくなるにつれて、漁獲は少しずつ増えてきます。冬季にたくさん獲れていれば、あんこ

う鍋を出す飲食店が、小田原にはもっとあったのかもしれません。では、小田原で獲れるアンコ

ウは、冬の間、いったいどこにいるのでしょうか。 

 小田原で水揚げされるアンコウのほとんどがキアンコウという種ですが、一般にキアンコウは、

夏は深場に分布し、秋～冬に接岸し始め、春になると浅場に濃密な分布域を形成すると考えられ

てきました。そこで、相模湾試験場では、2007～2010 年度の 11～３月に「ほうじょう」の前身の

漁業調査船「うしお」で、通常の刺網の漁場より深い海域に生息する可能性を検討するため、試

験操業を行いました（図４）。 

 しかし結果は、通常の漁場と同じで、

２月や３月に漁獲が多く、12 月や１月に

はあまり獲れませんでした※4。その理由

として、冬季のキアンコウは、もっと深

い水深にいるのか、別の海域にいるの

か、いるけど活性が低く刺網に掛からな

いのか、いるけど分布密度が薄く掛かり

にくいのか、様々な想像はされますが、

結局のところ詳しいことは分かりません

でした。少なくとも深場に掛けても、冬

季の漁獲があまり期待できないことは判

明しました。 
※4 神奈川県水産技術センター業務報告（2007～2010） 

  

図３ 梅沢御本陣 

（二宮町 webサイトより） 

図４ 漁業調査船うしお 

https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000000022.html
https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/k_ryouri/search_menu/menu/ankounotomozu_ibaraki.html


最後に 

 江戸時代には梅沢の名物だったアンコウが、今も安定して獲れ続けているのに、地元での知名

度が低い現状はもったいないと感じます。「小田原あんこう」は、これからが旬で鮮魚店やスー

パーでも見かけるようになりますので、ぜひ、手に取っていただきたいです。 

 冬季のアンコウの分布については、多くが謎のままですが、少しずつ分かってきたこともあり

ます。小田原の漁業者は自主的に標識放流調査を 2001 年から 15 年にわたって実施しており、こ

の結果から得られたアンコウの移動生態の知見については、別の機会にご報告できればと思いま

す。 


